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川と暮らし

かんがい用の水車

く

　昔の人たちは巴川の水を日常の暮しの中で

利用していました。

どんな風に使っていたのかな？

り    よう

ともえがわ

巴川を行き交う舟
ふねともえがわ

　江戸時代の巴川は、今より川幅が広く、
水も豊かに流れていたんだ。
　そこで徳川家康は、その流れを物資の
輸送に利用する計画を立てて、江尻（清水）
の港から上土まで川をさかのぼり、沓谷ま
で新たな水路を開いて駿府から海へとつ
ながる「水の道」を完成させたんだ。

河口近くの市場には、たくさんの

魚が水揚げされていたよ。

かこう

みず あ

甲州  （今の山梨県）からの年貢米は、

巴川  の河口にある廻米置場に運ばれ、

そこ  から駿府城まで運ばれたよ。

かいまいおきばともえがわ かこう

すんぷじょう

こうしゅう やまなしけん ね  ぐ まい
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もじりを運ぶ人

舟であそぶ子ども

かえんどろ

もりつき

四つまた

とあみ

稚児橋の下流・昭和６年
ち  ご  ばし

昔、能島のあたりでは、瓦作りが
盛んで、出来上がった瓦は、巴川
を使って舟で運んでいたよ！

かわらのうじま

水の道水の道

駿府城を直すために、
船で運んでいる途中で
落としてしまった、大き
な石が見つかったよ。
今も清水区にある巴川
製紙の門に使われてい
るんだ。

 せい   し

駿府城築城の石
すん   ぷ  じょう

ふね

あ

ゆっくりと陽を浴びて
温められた水を、田んぼ
へくみ上げて米作りに
使っていたよ。

田んぼへの行き来やいろいろなものを運ぶ
ために舟を使っていたんだよ。

水車
すい　しゃ

すん　 ぷ　じょう ちく じょう

さか ともえがわかわら

ふね

ひ

あたた

ともえがわ 

とちゅう

し みず く

え  ど  じ  だ い ともえがわ かわはば

ゆた

とく がわ  いえ やす ぶっ  し

ゆ　そう し　みず

かん せい

すん　ぷ

り  よう え　じり

あげつち くつのや

 駿府城ができる前は、
安倍川の水は巴川の方へ
流れていたんだよ。

ともえがわ

すん　 ぷ   じょう はこ

ふね
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昔の治水
　昔の巴川は、流れがゆるやかで、今よりも曲がりくねっていたよ。

そのため、土砂が川底にたまってしまい、水があふれて、巴川の周りは

長い間洪水に悩まされてきたんだ。そこで、昔の人たちは何度も何度も

工事を繰り返したよ。

　長尾川と合流するところから、稚児橋までの間の工事をしたよ。川の周りの
町や村（３町８村）で、お金を出し合って手作業で工事を進めたんだ。曲がり
くねった川をまっすぐにして、距離を短くし、堤防を作り上げたんだ。
　この工事は5年後の大正元年（1912年) に終わったんだ。

明治40年（1907年）に、初めて
洪水をなくすための大きな工事が行われたよ。

ともえがわ

きょり ていぼう

ど　しゃ かわ ぞこ まわともえがわ

こう  ずい

く

なや

こう ずい

めい　じ

ち  ご   ばしなが お  がわ

　治水というのは、川から水があふれるのを防いだり、川の水を
流れやすくすることをいうんだよ。
　巴川では、昔から、川の幅を広げたり、川底を掘って深くしたり、
水を流れやすくするためにたくさんの工事をしてきたよ。

治水ってなに？
ち　 すい

ふせ

はば かわぞこ ほ

ち  すい

安東村
あん  どう  むら

豊田村
とよ　だ　むら

有度村
 う　  ど　むら

高部村
たか 　べ 　むら

西奈村
にし 　な 　むら 江尻町

え   じり ちょう

入江町
いり　え ちょう

清水町
 し　みず ちょう

飯田村
いい　だ　むら

浅畑沼
あさ  ばた  ぬま

麻機村
あさ  ばた  むら

千代田村
ち  　よ  　だ　むら

この間の川を、９キロから
５．５キロに短くしたよ

この工事で
川の水を流れやすい
ようにしたんだね。

じゃかご

かけや

よいとまけ
石はこび、モッコー

杭を打つ

地面をかためるよ

川の堤防を
守るよ

材料や、取り除いた石や
砂を運ぶ

のぞ

くい

川さらいってどんなこと？川さらいってどんなこと？

改修前

川の幅を広げたり、
川底を深く掘ったり
したんだ。

はば

かわぞこ ほ

改修後

1711年・1730年～1826年
川さらい

1694年
川底を掘った

1708年
石垣を直した

ち　　すい

明治43年に行われた巴川の工事の様子（出展：上土誌）
めいじ ともえがわ

かいしゅうまえ

かいしゅう ご 




